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黒滝村森林組合　梶谷哲也

ディレクター育成コース　製材・地域資源活用講座

１

２

３ ネットワークづくりができる

談話スペースにて

構造：木造平屋建て1階（軸組工法）
延べ床面積：831.4㎡
木材使用量：約340㎥
大教室／中教室／小教室／執務室／
談話室／談話スペース／調理スペース等

みえ森林・林業アカデミー棟概要
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速水亨特別顧問

　みえ森林・林業アカデミーで学ぶ皆さんには、日本の林業の新し

い一ページを開く人になってほしいと思います。国際的な視点をも

って、「自らが考え、自らが挑戦して、自らを変えていく、そして、

地域の、地球の森林をより良いものに変えていく 」 そんな意気込み

でアカデミーの一員となってください。世代を超えた多彩な人々が

集い、様々な知識を学び、多くの気付きを得て、これまでとは違っ

た新しい発想で新しい時代を切り開いていただきたいと思います。

特別顧問メッセージ みえ森林・林業アカデミー特別顧問　速水 亨　速水林業 代表

林業・木材産業の変革の時、新たな視点や多様な
経営感覚をもって、さらなる発展をめざしましょう

　みえ森林・林業アカデミーでは、新たな視点や多様な経営感覚

により、林業を取り巻く厳しい状況を打破し、さらには、地域振興

の核となりうる人材の育成をめざします。そのため、林業の専門的

な知識や技術だけでなく、環境や経済、社会など、関連する幅広

い分野についても体系的に学ぶ講座を設定しています。その中で

得た学びをそれぞれの取組に活かすことで、林業・木材産業がさ

らに発展し、持続可能な森林資源の活用が進むことを期待します。

学長プロフィール：東京大学名誉教授。現在、FSCジャパン代表、かわさき市民アカ
デミー理事長等を務める。元職では、日本学術会議会員、日本森林学会会長、砂防学
会会長、日本緑化工学会会長等を歴任。著書は「森林飽和-国土の変貌を考える」等

学長メッセージ みえ森林・林業アカデミー学長　太田 猛彦

太田猛彦学長
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（202５年度）講 師 一 覧（2025年度）講 座 体 系

２年
（21日/１年次）
（11日程度/２年次）

森林を経営資源として捉え、多様な価値を創造するため、
分野の枠にとらわれない先進的で幅広い知識やスキルを
習得します。

林業のコスト削減や収益拡大等を実現するため、経営・
管理にかかる実践的な知識やスキルを習得します。

森林施業の生産性・安全性を高め、効果的な施策を自ら
考え実践するため、科学的な知見に基づく専門性の高い
知識や技術を習得します。

市町職員を対象に、林業行政の基礎知識を習得し、森林
経営管理制度への対応や森林環境譲与税を活用した施策
立案の演習を行います。

それぞれのニーズに応じた、より専門性の高い各種技術
を習得します。

５名程度

10名程度

10名程度

31,500円/１年次
　別途通知/２年次

18,750円

受講手数料（税込）

12,000円

１年
（15日/１年）

１年
（12日/１年）
※別途選択制講座：２日間（1,000円／１日）

９～11日程度
（一部選択制）

講 座 紹 介 （2019～2024年度）

これまでに実施したアカデミーの講座の一部を紹介します。

講 座 紹 介 （2019～2024年度）

2 ディレクター育成コース 1年次
講座テーマ【プロジェクト企画】（全3回）
講師：島根県立大学地域政策学部講師　平井俊旭

プロジェクトの価値を高めるブランディングの手法を学び、自
身の組織や地域における課題解決、新たなビジネスなどについ
てプロジェクトの企画を組み立てていきます。各自が企画した
プロジェクトについてプレゼンテーションを行い、講師から実
践的なアドバイスを受けたり受講生同士のディスカッションを
行いながらプロジェクトをブラッシュアップしていきます。

　２年目のプロジェクトも見据え、自分の好きなものは何
か？本当にやりたいことは何か？自分自身としっかり向き
合いながら、新たな商品やプロジェクトのアイデアを生み
出す手法を学びます
　いろんなアイデアが飛び出し、とても楽しい講座です。

４ マネージャー育成コース
講座テーマ【作業システム・造材・仕分け】
講師：海山林友（株）　代表取締役　川端康樹
　原木の用途を知ると「造材・仕分け」が変わる！
　原木の既存の価値にとらわれず、新たな価値にも目を向けた
うえで、用途を見据えながらその価値が最大となるよう造材す
ることの重要さを学ぶことができます。
　土場で仕分けされた原木の用途と値段、目から鱗です。

3

　ICT環境を整備し、講師や受講生の多様なニーズに合わ
せた講座として「オンライン講座」を行いました。
　最新の知見や科学的な根拠に基づき、生物多様性の本質、
「人と自然との関係性」や「本当の豊かさ」について、分
かりやすく解説していただきます。　

　今後の林業・木材産業を考えるうえで必須となるマーケティ
ングの手法について、講義とワークショップ形式で学びます。
　マーケティングは、商品開発や販路拡大だけでなく、これから
の森林経営管理において、森林所有者や地域のニーズを把握
した最適な提案や、関係者間の合意形成などにも活用できます。

ディレクター マネージャー 合同講座
講座テーマ【マーケティング】
講師：（株）古川ちいきの総合研究所　
　　　代表取締役　古川大輔

６ 選択講座【森林作業道計画・開設講座】
講師：榎本林業（株）取締役　榎本琢磨
　路線の計画から実際の開設まで、「壊れにくい道づくり」
について、一連の流れやポイントを学ぶことができる講座

（全５日間）です。
　机上での路線検討、現地踏査、測量において手を抜かな
いことの大切さとその手法、しっかりとした計画に基づい
た効率的な施工について学びます。

７

　「森林経営管理制度」や「森林環境譲与税」に
ついて、全国の取組状況や優良事例を紹介いただ
くとともに、それぞれの市町が抱える課題をディ
スカッションし、その課題を解決するための仕組
や戦略づくりについてノウハウを学びます。
　講座には、県の担当者やみえ森林経営管理支援
センターの職員もオブザーバーとして参加し、関
係者が一体となって課題解決を目指します。

市町職員講座
講座テーマ【森林経営管理制度・譲与税活用】
講師：FOREST MEDIA WORKS（株）代表取締役　楢崎 達也

５
　労働災害が最も多い伐倒作業について、安全に
伐倒するための技術と意識の向上を図ります。
　木製の傾斜型伐倒練習台を用いて、正確な受け
口・追い口の作成について実習するとともに、か
かり木の処理については、現地で実際に伐倒しな
がら、安全かつ実践的なテクニックを学びます。

プレーヤー育成コース
講座テーマ【伐倒技術・かかり木処理】
講師：黒滝村森林組合　梶谷哲也

１ ディレクター育成コース２年次
プロジェクト実践
　ディレクター育成コースの２年次では、自分で考えた
プロジェクトを実際に実践していただきます。
　受講生のプロジェクトの１例を紹介します。

　　　　墓の花で儲けよう！ （有）森下林業　森下智彦

　所有山林に自生するシキミやサカキ等。この資源を１日１人
100kg収穫し、100日で１人300万円稼ぐことを目指す！こ
の目標に向け、資源量の把握や収穫用歩道の試作などに取り組
まれました。

テーマ 普段アイデアが浮かんでも実現
するのは難しいですが、アカデ
ミーで計画を立て実際に活動や
調査を行い、専門家からのアド
バイスを受けることで、プロジ
ェクトが具体化していきます。

受講生の声

　みえ森林・林業アカデミー棟の紹介 （2023年４月供用開始）

　アカデミー棟では、適正に管理された県産木材やFSC認証材など、県内各地域
の木材をふんだんに用いた魅力的な木質空間を創出しています。見た目や触り心
地等の特徴を体感しながら講座を受講いただくことができます。
●建物のコンセプト
・県産材の魅力を伝えつつ、他の建築物にも併用が可能な工法を駆使した建物
・環境への負荷が小さく、周辺の景観にも配慮した建物
・受講生等の利用者が、単に学ぶだけではなく、交流することも促す施設

2023. 6 FSCプロジェクト認証取得（FSC-P001969）
2023.10 令和５年度木材利用優良施設コンクール　木材利用推進中央協議会会長賞
2024. 2 第２回みえの木建築コンクール　特別賞

大教室

科目 内容 講師 備考

●ディレクター育成コース（Dコース）（※（P）は P コースの選択制講座）

概論

林業概論 速水　亨　 みえ森林・林業アカデミー特別顧問
D・M・P コース・
市町職員講座共通

木材産業動向 田口　護 （一社）全国木材組合連合会常務理事
林政動向 林野庁職員
県林政動向 三重県職員

安全
労働安全管理 増井　孝夫 増井労働安全管理事務所代表 D・M・P コース共通安全管理・機械化施業事例 平澤　照雄 平澤林産（有）代表取締役
安全工程管理 大岡　明 （株）産業革新研究所取締役 D・M・（P）コース共通

経営

会社経営
中村　博 （株）やまとわ代表取締役

D・M コース共通谷　茂則 谷林業（株）代表取締役
大谷　栄徳 株式会社はぐくみ幸房代表取締役

リスクマネジメント・組織マネジメント 山口　克司 （公財）産業雇用安定センターインストラクター

経営ビジョン 日野　眞明 MORE 経営コンサルティング（株）代表取締役 D コース単独松倉　利夫 山口化成工業（株）代表取締役
情報発信 山本　純也 （株）R.project 事業推進本部地域振興課長 D・M コース共通マーケティング 古川　大輔 （株）古川ちいきの総合研究所代表取締役

環境
生物多様性 五箇　公一 （国研）国立環境研究所生態リスク評価・対策研究室長

D・M コース共通野生動物管理・ジビエ 興膳　健太 郡上里山（株）猪鹿庁長官
SDGs 足立　直樹 （株）レスポンスアビリティ代表取締役

森林・林業

森林保全・防災 太田　猛彦 みえ森林・林業アカデミー学長

D・M コース共通
森林生態・森林管理 正木　隆 （国研）森林研究・整備機構森林総合研究所研究ディレクター
森林認証 速水　亨　 みえ森林・林業アカデミー特別顧問
森林評価 白石　則彦 東京大学名誉教授
森林認証・活用事例 西原　智昭 FSC ジャパン事務局長
森林投資 西岡　敏郎 （一財）日本不動産研究所 D コース単独森林資産管理 中原　丈夫 極東森林開発（株）代表取締役
スマート林業 本藤　幹雄 物林（株） D・M・（P）コース共通素材生産 松田　格 （有）松田林業専務取締役

木材

林業・木材トレンド 赤堀　楠雄 林材ライター D・M コース共通
素材流通 鈴木　信哉 ノースジャパン素材流通協同組合理事長 D・M・（P）コース共通地域材活用効果 渕上　佑樹 三重大学大学院生物資源学研究科准教授

木材流通 浅野　純平 （株）森未来代表取締役

D コース単独小柳　雄平 森林パートナーズ（株）取締役社長
木材利用・製品開発・販路開拓 松本　剛 （株）飛騨の森でクマは踊る 代表取締役 COO
製材・地域資源活用 野地　伸卓 （株）nojimoku 代表取締役
木材利用 山崎　真理子 名古屋大学大学院生命農学研究科教授 D・M・（P）コース共通
木材資源活用 中島　浩一郎 銘建工業（株）代表取締役 D コース単独

資源活用

地方創生 藻谷　浩介 （株）日本総合研究所主席研究員

D コース単独

地域づくり 澁澤　寿一 ＮＰＯ法人共存の森ネットワーク理事長
木質バイオマス 井筒　耕平 （株）sonraku 代表取締役
サプライチェーン 五月女　圭一 （株）ゲイト代表取締役
木材コーディネート 安田　哲也 NPO 法人サウンドウッズ 代表理事
森林サービス産業 林野庁職員
協働 谷　茂則 谷林業（株）代表取締役
キャンプ場 竹川　将樹 （株）ふもとっぱら代表取締役社長
映画祭 サトウダイスケ（株）エノログ代表取締役
木育 田口　浩継 熊本大学大学院教育学研究科教授
森林環境教育 吉田　正木 吉田本家山林部代表
森林アメニティ 上原　巌 東京農業大学地域環境科学部教授
森林教育・実践事例 平山　大輔 三重大学教育学部教授

企画 企画書作成 サトウダイスケ（株）エノログ代表取締役 D コース単独プロジェクト企画 平井　俊旭 島根県立大学地域政策学部講師

経営 資金調達 髙垣　和郎 ( 公財 ) 三重県産業支援センター D コース２年次単独園原　麻友実 （一社）サステナ代表

実践 プロジェクト計画・実践 平井　俊旭 島根県立大学地域政策学部講師 D コース２年次単独楢崎　達也 FOREST MEDIA WORKS（株）代表取締役

●マネージャー育成コース（Mコース）（※Ｄコース共通講座は記載省略）
経営 組織マネジメント・企画 楢崎　達也 FOREST MEDIA WORKS（株）代表取締役 M コース単独

森林・林業

架線集材 石川　知明 元三重大学大学院生物資源学研究科教授
M・P コース共通高性能林業機械 吉良　達 フォレストテクニック（株）代表取締役

作業システム・造材・仕分け 川端　康樹 海山林友（株）代表取締役
リモートセンシング 板谷　明美 三重大学大学院生物資源学研究科教授 M コース単独スマート林業 松村　直人 三重大学大学院生物資源学研究科教授
工程管理 小林耕二郎 日吉町森林組合事業課長 M・P コース共通

環境 野生動物管理 山本　麻希 長岡技術科学大学物質生物系野生動物管理工学研究室准教授 M・P コース共通

●プレーヤー育成コース（Pコース）（※ D・M コース共通講座は記載省略）

安全

労働安全管理 山田　容三 森林ヒューマン・ファクター研究所所長

P コース単独

伐倒技術・かかり木処理 梶谷　哲也 黒滝村森林組合
片岡　淳也 T ＆ C Works

伐倒技術 東　直貴 Lazy Monkey Tree Searvice

経営 キャリアデザイン・技術交流
梶谷　哲也 黒滝村森林組合
片岡　淳也 T ＆ C Works
東　直貴 Lazy Monkey Tree Searvice

コーチング・ティーチング 近藤　修一 （株）エス．ピー．ファーム代表取締役

森林・林業

森林保全・防災 太田　猛彦 みえ森林・林業アカデミー学長
森林作業道作設 榎本　琢磨 榎本林業（株）取締役
森林作業道作設事例　土場の設置と管理 酒井　秀夫 東京大学名誉教授
森林管理 千葉　幸弘 （一財）日本森林林業振興会主任研究員
森林管理・調査 三重県職員

※各コースの内容や講師については、変更になる場合があります。

ディレクター育成コース マネージャー育成コース プレーヤー育成コース
講座内容 日数 講座内容 日数 講座内容 日数

●概論 1 ●概論 1 ●概論 1
●安全 1 ●安全 1 ●安全（伐倒実習含む） ４（0.5）
●経営 3.5 ●経営 5 ●経営 ２
●環境 1.5 ●環境 2 ●環境 0.5
●森林・林業 3 ●森林・林業 4.5 ●森林・林業 4.5（0.5）
●木材 3 ●木材 1.5 ●木材 （1）
●資源活用 4
●プロジェクト企画 4

1 年次計 21
●プロジェクト実践 11日程度

2 年次計 11日程度 　計 15 　計 12（2）

選択講座 市町職員講座
講座内容 日数 講座内容 日数 講座内容 日数

●特殊伐採講座（初級・中級） 7・3 ● 中大規模木造建築設計
セミナー

●概論 1
●森林作業道計画・開設講座 5 ●森林・林業基礎

　（ 地域林政アドバイザー 
講座）

３●森林 GIS 活用講座 3 （建築士対象） 6
●ドローン活用講座 1 （行政職員対象） 2
●林業機械メンテナンス講座 1 ●森林整備・現地見学 （2）
●法令講座 3 ●森林資源活用 1
●育種・育苗講座 1 ●法令・リスク管理 1
� など ●�森林経営管理・施策立案 3

　計 9（2）
※基本コースの各育成コース間では、一部共通して受講する内容があります。
※（）内は選択制の講座内容の日数になります。
※各コース及び講座の内容や日数については、変更になる場合があります。



（202５年度）講 師 一 覧（2025年度）講 座 体 系

２年
（21日/１年次）
（11日程度/２年次）

森林を経営資源として捉え、多様な価値を創造するため、
分野の枠にとらわれない先進的で幅広い知識やスキルを
習得します。

林業のコスト削減や収益拡大等を実現するため、経営・
管理にかかる実践的な知識やスキルを習得します。

森林施業の生産性・安全性を高め、効果的な施策を自ら
考え実践するため、科学的な知見に基づく専門性の高い
知識や技術を習得します。

市町職員を対象に、林業行政の基礎知識を習得し、森林
経営管理制度への対応や森林環境譲与税を活用した施策
立案の演習を行います。

それぞれのニーズに応じた、より専門性の高い各種技術
を習得します。

５名程度

10名程度

10名程度

31,500円/１年次
　別途通知/２年次

18,750円

受講手数料（税込）

12,000円

１年
（15日/１年）

１年
（12日/１年）
※別途選択制講座：２日間（1,000円／１日）

９～11日程度
（一部選択制）

講 座 紹 介 （2019～2024年度）

これまでに実施したアカデミーの講座の一部を紹介します。

講 座 紹 介 （2019～2024年度）

2 ディレクター育成コース 1年次
講座テーマ【プロジェクト企画】（全3回）
講師：島根県立大学地域政策学部講師　平井俊旭

プロジェクトの価値を高めるブランディングの手法を学び、自
身の組織や地域における課題解決、新たなビジネスなどについ
てプロジェクトの企画を組み立てていきます。各自が企画した
プロジェクトについてプレゼンテーションを行い、講師から実
践的なアドバイスを受けたり受講生同士のディスカッションを
行いながらプロジェクトをブラッシュアップしていきます。

　２年目のプロジェクトも見据え、自分の好きなものは何
か？本当にやりたいことは何か？自分自身としっかり向き
合いながら、新たな商品やプロジェクトのアイデアを生み
出す手法を学びます
　いろんなアイデアが飛び出し、とても楽しい講座です。

４ マネージャー育成コース
講座テーマ【作業システム・造材・仕分け】
講師：海山林友（株）　代表取締役　川端康樹
　原木の用途を知ると「造材・仕分け」が変わる！
　原木の既存の価値にとらわれず、新たな価値にも目を向けた
うえで、用途を見据えながらその価値が最大となるよう造材す
ることの重要さを学ぶことができます。
　土場で仕分けされた原木の用途と値段、目から鱗です。

3

　ICT環境を整備し、講師や受講生の多様なニーズに合わ
せた講座として「オンライン講座」を行いました。
　最新の知見や科学的な根拠に基づき、生物多様性の本質、
「人と自然との関係性」や「本当の豊かさ」について、分
かりやすく解説していただきます。　

　今後の林業・木材産業を考えるうえで必須となるマーケティ
ングの手法について、講義とワークショップ形式で学びます。
　マーケティングは、商品開発や販路拡大だけでなく、これから
の森林経営管理において、森林所有者や地域のニーズを把握
した最適な提案や、関係者間の合意形成などにも活用できます。

ディレクター マネージャー 合同講座
講座テーマ【マーケティング】
講師：（株）古川ちいきの総合研究所　
　　　代表取締役　古川大輔

６ 選択講座【森林作業道計画・開設講座】
講師：榎本林業（株）取締役　榎本琢磨
　路線の計画から実際の開設まで、「壊れにくい道づくり」
について、一連の流れやポイントを学ぶことができる講座

（全５日間）です。
　机上での路線検討、現地踏査、測量において手を抜かな
いことの大切さとその手法、しっかりとした計画に基づい
た効率的な施工について学びます。

７

　「森林経営管理制度」や「森林環境譲与税」に
ついて、全国の取組状況や優良事例を紹介いただ
くとともに、それぞれの市町が抱える課題をディ
スカッションし、その課題を解決するための仕組
や戦略づくりについてノウハウを学びます。
　講座には、県の担当者やみえ森林経営管理支援
センターの職員もオブザーバーとして参加し、関
係者が一体となって課題解決を目指します。

市町職員講座
講座テーマ【森林経営管理制度・譲与税活用】
講師：FOREST MEDIA WORKS（株）代表取締役　楢崎 達也

５
　労働災害が最も多い伐倒作業について、安全に
伐倒するための技術と意識の向上を図ります。
　木製の傾斜型伐倒練習台を用いて、正確な受け
口・追い口の作成について実習するとともに、か
かり木の処理については、現地で実際に伐倒しな
がら、安全かつ実践的なテクニックを学びます。

プレーヤー育成コース
講座テーマ【伐倒技術・かかり木処理】
講師：黒滝村森林組合　梶谷哲也

１ ディレクター育成コース２年次
プロジェクト実践
　ディレクター育成コースの２年次では、自分で考えた
プロジェクトを実際に実践していただきます。
　受講生のプロジェクトの１例を紹介します。

　　　　墓の花で儲けよう！ （有）森下林業　森下智彦

　所有山林に自生するシキミやサカキ等。この資源を１日１人
100kg収穫し、100日で１人300万円稼ぐことを目指す！こ
の目標に向け、資源量の把握や収穫用歩道の試作などに取り組
まれました。

テーマ 普段アイデアが浮かんでも実現
するのは難しいですが、アカデ
ミーで計画を立て実際に活動や
調査を行い、専門家からのアド
バイスを受けることで、プロジ
ェクトが具体化していきます。

受講生の声

　みえ森林・林業アカデミー棟の紹介 （2023年４月供用開始）

　アカデミー棟では、適正に管理された県産木材やFSC認証材など、県内各地域
の木材をふんだんに用いた魅力的な木質空間を創出しています。見た目や触り心
地等の特徴を体感しながら講座を受講いただくことができます。
●建物のコンセプト
・県産材の魅力を伝えつつ、他の建築物にも併用が可能な工法を駆使した建物
・環境への負荷が小さく、周辺の景観にも配慮した建物
・受講生等の利用者が、単に学ぶだけではなく、交流することも促す施設

2023. 6 FSCプロジェクト認証取得（FSC-P001969）
2023.10 令和５年度木材利用優良施設コンクール　木材利用推進中央協議会会長賞
2024. 2 第２回みえの木建築コンクール　特別賞

大教室

科目 内容 講師 備考

●ディレクター育成コース（Dコース）（※（P）は P コースの選択制講座）

概論

林業概論 速水　亨　 みえ森林・林業アカデミー特別顧問
D・M・P コース・
市町職員講座共通

木材産業動向 田口　護 （一社）全国木材組合連合会常務理事
林政動向 林野庁職員
県林政動向 三重県職員

安全
労働安全管理 増井　孝夫 増井労働安全管理事務所代表 D・M・P コース共通安全管理・機械化施業事例 平澤　照雄 平澤林産（有）代表取締役
安全工程管理 大岡　明 （株）産業革新研究所取締役 D・M・（P）コース共通

経営

会社経営
中村　博 （株）やまとわ代表取締役

D・M コース共通谷　茂則 谷林業（株）代表取締役
大谷　栄徳 株式会社はぐくみ幸房代表取締役

リスクマネジメント・組織マネジメント 山口　克司 （公財）産業雇用安定センターインストラクター

経営ビジョン 日野　眞明 MORE 経営コンサルティング（株）代表取締役 D コース単独松倉　利夫 山口化成工業（株）代表取締役
情報発信 山本　純也 （株）R.project 事業推進本部地域振興課長 D・M コース共通マーケティング 古川　大輔 （株）古川ちいきの総合研究所代表取締役

環境
生物多様性 五箇　公一 （国研）国立環境研究所生態リスク評価・対策研究室長

D・M コース共通野生動物管理・ジビエ 興膳　健太 郡上里山（株）猪鹿庁長官
SDGs 足立　直樹 （株）レスポンスアビリティ代表取締役

森林・林業

森林保全・防災 太田　猛彦 みえ森林・林業アカデミー学長

D・M コース共通
森林生態・森林管理 正木　隆 （国研）森林研究・整備機構森林総合研究所研究ディレクター
森林認証 速水　亨　 みえ森林・林業アカデミー特別顧問
森林評価 白石　則彦 東京大学名誉教授
森林認証・活用事例 西原　智昭 FSC ジャパン事務局長
森林投資 西岡　敏郎 （一財）日本不動産研究所 D コース単独森林資産管理 中原　丈夫 極東森林開発（株）代表取締役
スマート林業 本藤　幹雄 物林（株） D・M・（P）コース共通素材生産 松田　格 （有）松田林業専務取締役

木材

林業・木材トレンド 赤堀　楠雄 林材ライター D・M コース共通
素材流通 鈴木　信哉 ノースジャパン素材流通協同組合理事長 D・M・（P）コース共通地域材活用効果 渕上　佑樹 三重大学大学院生物資源学研究科准教授

木材流通 浅野　純平 （株）森未来代表取締役

D コース単独小柳　雄平 森林パートナーズ（株）取締役社長
木材利用・製品開発・販路開拓 松本　剛 （株）飛騨の森でクマは踊る 代表取締役 COO
製材・地域資源活用 野地　伸卓 （株）nojimoku 代表取締役
木材利用 山崎　真理子 名古屋大学大学院生命農学研究科教授 D・M・（P）コース共通
木材資源活用 中島　浩一郎 銘建工業（株）代表取締役 D コース単独

資源活用

地方創生 藻谷　浩介 （株）日本総合研究所主席研究員

D コース単独

地域づくり 澁澤　寿一 ＮＰＯ法人共存の森ネットワーク理事長
木質バイオマス 井筒　耕平 （株）sonraku 代表取締役
サプライチェーン 五月女　圭一 （株）ゲイト代表取締役
木材コーディネート 安田　哲也 NPO 法人サウンドウッズ 代表理事
森林サービス産業 林野庁職員
協働 谷　茂則 谷林業（株）代表取締役
キャンプ場 竹川　将樹 （株）ふもとっぱら代表取締役社長
映画祭 サトウダイスケ（株）エノログ代表取締役
木育 田口　浩継 熊本大学大学院教育学研究科教授
森林環境教育 吉田　正木 吉田本家山林部代表
森林アメニティ 上原　巌 東京農業大学地域環境科学部教授
森林教育・実践事例 平山　大輔 三重大学教育学部教授

企画 企画書作成 サトウダイスケ（株）エノログ代表取締役 D コース単独プロジェクト企画 平井　俊旭 島根県立大学地域政策学部講師

経営 資金調達 髙垣　和郎 ( 公財 ) 三重県産業支援センター D コース２年次単独園原　麻友実 （一社）サステナ代表

実践 プロジェクト計画・実践 平井　俊旭 島根県立大学地域政策学部講師 D コース２年次単独楢崎　達也 FOREST MEDIA WORKS（株）代表取締役

●マネージャー育成コース（Mコース）（※Ｄコース共通講座は記載省略）
経営 組織マネジメント・企画 楢崎　達也 FOREST MEDIA WORKS（株）代表取締役 M コース単独

森林・林業

架線集材 石川　知明 元三重大学大学院生物資源学研究科教授
M・P コース共通高性能林業機械 吉良　達 フォレストテクニック（株）代表取締役

作業システム・造材・仕分け 川端　康樹 海山林友（株）代表取締役
リモートセンシング 板谷　明美 三重大学大学院生物資源学研究科教授 M コース単独スマート林業 松村　直人 三重大学大学院生物資源学研究科教授
工程管理 小林耕二郎 日吉町森林組合事業課長 M・P コース共通

環境 野生動物管理 山本　麻希 長岡技術科学大学物質生物系野生動物管理工学研究室准教授 M・P コース共通

●プレーヤー育成コース（Pコース）（※ D・M コース共通講座は記載省略）

安全

労働安全管理 山田　容三 森林ヒューマン・ファクター研究所所長

P コース単独

伐倒技術・かかり木処理 梶谷　哲也 黒滝村森林組合
片岡　淳也 T ＆ C Works

伐倒技術 東　直貴 Lazy Monkey Tree Searvice

経営 キャリアデザイン・技術交流
梶谷　哲也 黒滝村森林組合
片岡　淳也 T ＆ C Works
東　直貴 Lazy Monkey Tree Searvice

コーチング・ティーチング 近藤　修一 （株）エス．ピー．ファーム代表取締役

森林・林業

森林保全・防災 太田　猛彦 みえ森林・林業アカデミー学長
森林作業道作設 榎本　琢磨 榎本林業（株）取締役
森林作業道作設事例　土場の設置と管理 酒井　秀夫 東京大学名誉教授
森林管理 千葉　幸弘 （一財）日本森林林業振興会主任研究員
森林管理・調査 三重県職員

※各コースの内容や講師については、変更になる場合があります。

ディレクター育成コース マネージャー育成コース プレーヤー育成コース
講座内容 日数 講座内容 日数 講座内容 日数

●概論 1 ●概論 1 ●概論 1
●安全 1 ●安全 1 ●安全（伐倒実習含む） ４（0.5）
●経営 3.5 ●経営 5 ●経営 ２
●環境 1.5 ●環境 2 ●環境 0.5
●森林・林業 3 ●森林・林業 4.5 ●森林・林業 4.5（0.5）
●木材 3 ●木材 1.5 ●木材 （1）
●資源活用 4
●プロジェクト企画 4

1 年次計 21
●プロジェクト実践 11日程度

2 年次計 11日程度 　計 15 　計 12（2）

選択講座 市町職員講座
講座内容 日数 講座内容 日数 講座内容 日数

●特殊伐採講座（初級・中級） 7・3 ● 中大規模木造建築設計
セミナー

●概論 1
●森林作業道計画・開設講座 5 ●森林・林業基礎

　（ 地域林政アドバイザー 
講座）

３●森林 GIS 活用講座 3 （建築士対象） 6
●ドローン活用講座 1 （行政職員対象） 2
●林業機械メンテナンス講座 1 ●森林整備・現地見学 （2）
●法令講座 3 ●森林資源活用 1
●育種・育苗講座 1 ●法令・リスク管理 1
� など ●�森林経営管理・施策立案 3

　計 9（2）
※基本コースの各育成コース間では、一部共通して受講する内容があります。
※（）内は選択制の講座内容の日数になります。
※各コース及び講座の内容や日数については、変更になる場合があります。



（202５年度）講 師 一 覧（2025年度）講 座 体 系

２年
（21日/１年次）
（11日程度/２年次）

森林を経営資源として捉え、多様な価値を創造するため、
分野の枠にとらわれない先進的で幅広い知識やスキルを
習得します。

林業のコスト削減や収益拡大等を実現するため、経営・
管理にかかる実践的な知識やスキルを習得します。

森林施業の生産性・安全性を高め、効果的な施策を自ら
考え実践するため、科学的な知見に基づく専門性の高い
知識や技術を習得します。

市町職員を対象に、林業行政の基礎知識を習得し、森林
経営管理制度への対応や森林環境譲与税を活用した施策
立案の演習を行います。

それぞれのニーズに応じた、より専門性の高い各種技術
を習得します。

５名程度

10名程度

10名程度

31,500円/１年次
　別途通知/２年次

18,750円

受講手数料（税込）

12,000円

１年
（15日/１年）

１年
（12日/１年）
※別途選択制講座：２日間（1,000円／１日）

９～11日程度
（一部選択制）

講 座 紹 介 （2019～2024年度）

これまでに実施したアカデミーの講座の一部を紹介します。

講 座 紹 介 （2019～2024年度）

2 ディレクター育成コース 1年次
講座テーマ【プロジェクト企画】（全3回）
講師：島根県立大学地域政策学部講師　平井俊旭

プロジェクトの価値を高めるブランディングの手法を学び、自
身の組織や地域における課題解決、新たなビジネスなどについ
てプロジェクトの企画を組み立てていきます。各自が企画した
プロジェクトについてプレゼンテーションを行い、講師から実
践的なアドバイスを受けたり受講生同士のディスカッションを
行いながらプロジェクトをブラッシュアップしていきます。

　２年目のプロジェクトも見据え、自分の好きなものは何
か？本当にやりたいことは何か？自分自身としっかり向き
合いながら、新たな商品やプロジェクトのアイデアを生み
出す手法を学びます
　いろんなアイデアが飛び出し、とても楽しい講座です。

４ マネージャー育成コース
講座テーマ【作業システム・造材・仕分け】
講師：海山林友（株）　代表取締役　川端康樹
　原木の用途を知ると「造材・仕分け」が変わる！
　原木の既存の価値にとらわれず、新たな価値にも目を向けた
うえで、用途を見据えながらその価値が最大となるよう造材す
ることの重要さを学ぶことができます。
　土場で仕分けされた原木の用途と値段、目から鱗です。

3

　ICT環境を整備し、講師や受講生の多様なニーズに合わ
せた講座として「オンライン講座」を行いました。
　最新の知見や科学的な根拠に基づき、生物多様性の本質、
「人と自然との関係性」や「本当の豊かさ」について、分
かりやすく解説していただきます。　

　今後の林業・木材産業を考えるうえで必須となるマーケティ
ングの手法について、講義とワークショップ形式で学びます。
　マーケティングは、商品開発や販路拡大だけでなく、これから
の森林経営管理において、森林所有者や地域のニーズを把握
した最適な提案や、関係者間の合意形成などにも活用できます。

ディレクター マネージャー 合同講座
講座テーマ【マーケティング】
講師：（株）古川ちいきの総合研究所　
　　　代表取締役　古川大輔

６ 選択講座【森林作業道計画・開設講座】
講師：榎本林業（株）取締役　榎本琢磨
　路線の計画から実際の開設まで、「壊れにくい道づくり」
について、一連の流れやポイントを学ぶことができる講座

（全５日間）です。
　机上での路線検討、現地踏査、測量において手を抜かな
いことの大切さとその手法、しっかりとした計画に基づい
た効率的な施工について学びます。

７

　「森林経営管理制度」や「森林環境譲与税」に
ついて、全国の取組状況や優良事例を紹介いただ
くとともに、それぞれの市町が抱える課題をディ
スカッションし、その課題を解決するための仕組
や戦略づくりについてノウハウを学びます。
　講座には、県の担当者やみえ森林経営管理支援
センターの職員もオブザーバーとして参加し、関
係者が一体となって課題解決を目指します。

市町職員講座
講座テーマ【森林経営管理制度・譲与税活用】
講師：FOREST MEDIA WORKS（株）代表取締役　楢崎 達也

５
　労働災害が最も多い伐倒作業について、安全に
伐倒するための技術と意識の向上を図ります。
　木製の傾斜型伐倒練習台を用いて、正確な受け
口・追い口の作成について実習するとともに、か
かり木の処理については、現地で実際に伐倒しな
がら、安全かつ実践的なテクニックを学びます。

プレーヤー育成コース
講座テーマ【伐倒技術・かかり木処理】
講師：黒滝村森林組合　梶谷哲也

１ ディレクター育成コース２年次
プロジェクト実践
　ディレクター育成コースの２年次では、自分で考えた
プロジェクトを実際に実践していただきます。
　受講生のプロジェクトの１例を紹介します。

　　　　墓の花で儲けよう！ （有）森下林業　森下智彦

　所有山林に自生するシキミやサカキ等。この資源を１日１人
100kg収穫し、100日で１人300万円稼ぐことを目指す！こ
の目標に向け、資源量の把握や収穫用歩道の試作などに取り組
まれました。

テーマ 普段アイデアが浮かんでも実現
するのは難しいですが、アカデ
ミーで計画を立て実際に活動や
調査を行い、専門家からのアド
バイスを受けることで、プロジ
ェクトが具体化していきます。

受講生の声

　みえ森林・林業アカデミー棟の紹介 （2023年４月供用開始）

　アカデミー棟では、適正に管理された県産木材やFSC認証材など、県内各地域
の木材をふんだんに用いた魅力的な木質空間を創出しています。見た目や触り心
地等の特徴を体感しながら講座を受講いただくことができます。
●建物のコンセプト
・県産材の魅力を伝えつつ、他の建築物にも併用が可能な工法を駆使した建物
・環境への負荷が小さく、周辺の景観にも配慮した建物
・受講生等の利用者が、単に学ぶだけではなく、交流することも促す施設

2023. 6 FSCプロジェクト認証取得（FSC-P001969）
2023.10 令和５年度木材利用優良施設コンクール　木材利用推進中央協議会会長賞
2024. 2 第２回みえの木建築コンクール　特別賞

大教室

科目 内容 講師 備考

●ディレクター育成コース（Dコース）（※（P）は P コースの選択制講座）

概論

林業概論 速水　亨　 みえ森林・林業アカデミー特別顧問
D・M・P コース・
市町職員講座共通

木材産業動向 田口　護 （一社）全国木材組合連合会常務理事
林政動向 林野庁職員
県林政動向 三重県職員

安全
労働安全管理 増井　孝夫 増井労働安全管理事務所代表 D・M・P コース共通安全管理・機械化施業事例 平澤　照雄 平澤林産（有）代表取締役
安全工程管理 大岡　明 （株）産業革新研究所取締役 D・M・（P）コース共通

経営

会社経営
中村　博 （株）やまとわ代表取締役

D・M コース共通谷　茂則 谷林業（株）代表取締役
大谷　栄徳 株式会社はぐくみ幸房代表取締役

リスクマネジメント・組織マネジメント 山口　克司 （公財）産業雇用安定センターインストラクター

経営ビジョン 日野　眞明 MORE 経営コンサルティング（株）代表取締役 D コース単独松倉　利夫 山口化成工業（株）代表取締役
情報発信 山本　純也 （株）R.project 事業推進本部地域振興課長 D・M コース共通マーケティング 古川　大輔 （株）古川ちいきの総合研究所代表取締役

環境
生物多様性 五箇　公一 （国研）国立環境研究所生態リスク評価・対策研究室長

D・M コース共通野生動物管理・ジビエ 興膳　健太 郡上里山（株）猪鹿庁長官
SDGs 足立　直樹 （株）レスポンスアビリティ代表取締役

森林・林業

森林保全・防災 太田　猛彦 みえ森林・林業アカデミー学長

D・M コース共通
森林生態・森林管理 正木　隆 （国研）森林研究・整備機構森林総合研究所研究ディレクター
森林認証 速水　亨　 みえ森林・林業アカデミー特別顧問
森林評価 白石　則彦 東京大学名誉教授
森林認証・活用事例 西原　智昭 FSC ジャパン事務局長
森林投資 西岡　敏郎 （一財）日本不動産研究所 D コース単独森林資産管理 中原　丈夫 極東森林開発（株）代表取締役
スマート林業 本藤　幹雄 物林（株） D・M・（P）コース共通素材生産 松田　格 （有）松田林業専務取締役

木材

林業・木材トレンド 赤堀　楠雄 林材ライター D・M コース共通
素材流通 鈴木　信哉 ノースジャパン素材流通協同組合理事長 D・M・（P）コース共通地域材活用効果 渕上　佑樹 三重大学大学院生物資源学研究科准教授

木材流通 浅野　純平 （株）森未来代表取締役

D コース単独小柳　雄平 森林パートナーズ（株）取締役社長
木材利用・製品開発・販路開拓 松本　剛 （株）飛騨の森でクマは踊る 代表取締役 COO
製材・地域資源活用 野地　伸卓 （株）nojimoku 代表取締役
木材利用 山崎　真理子 名古屋大学大学院生命農学研究科教授 D・M・（P）コース共通
木材資源活用 中島　浩一郎 銘建工業（株）代表取締役 D コース単独

資源活用

地方創生 藻谷　浩介 （株）日本総合研究所主席研究員

D コース単独

地域づくり 澁澤　寿一 ＮＰＯ法人共存の森ネットワーク理事長
木質バイオマス 井筒　耕平 （株）sonraku 代表取締役
サプライチェーン 五月女　圭一 （株）ゲイト代表取締役
木材コーディネート 安田　哲也 NPO 法人サウンドウッズ 代表理事
森林サービス産業 林野庁職員
協働 谷　茂則 谷林業（株）代表取締役
キャンプ場 竹川　将樹 （株）ふもとっぱら代表取締役社長
映画祭 サトウダイスケ（株）エノログ代表取締役
木育 田口　浩継 熊本大学大学院教育学研究科教授
森林環境教育 吉田　正木 吉田本家山林部代表
森林アメニティ 上原　巌 東京農業大学地域環境科学部教授
森林教育・実践事例 平山　大輔 三重大学教育学部教授

企画 企画書作成 サトウダイスケ（株）エノログ代表取締役 D コース単独プロジェクト企画 平井　俊旭 島根県立大学地域政策学部講師

経営 資金調達 髙垣　和郎 ( 公財 ) 三重県産業支援センター D コース２年次単独園原　麻友実 （一社）サステナ代表

実践 プロジェクト計画・実践 平井　俊旭 島根県立大学地域政策学部講師 D コース２年次単独楢崎　達也 FOREST MEDIA WORKS（株）代表取締役

●マネージャー育成コース（Mコース）（※Ｄコース共通講座は記載省略）
経営 組織マネジメント・企画 楢崎　達也 FOREST MEDIA WORKS（株）代表取締役 M コース単独

森林・林業

架線集材 石川　知明 元三重大学大学院生物資源学研究科教授
M・P コース共通高性能林業機械 吉良　達 フォレストテクニック（株）代表取締役

作業システム・造材・仕分け 川端　康樹 海山林友（株）代表取締役
リモートセンシング 板谷　明美 三重大学大学院生物資源学研究科教授 M コース単独スマート林業 松村　直人 三重大学大学院生物資源学研究科教授
工程管理 小林耕二郎 日吉町森林組合事業課長 M・P コース共通

環境 野生動物管理 山本　麻希 長岡技術科学大学物質生物系野生動物管理工学研究室准教授 M・P コース共通

●プレーヤー育成コース（Pコース）（※ D・M コース共通講座は記載省略）

安全

労働安全管理 山田　容三 森林ヒューマン・ファクター研究所所長

P コース単独

伐倒技術・かかり木処理 梶谷　哲也 黒滝村森林組合
片岡　淳也 T ＆ C Works

伐倒技術 東　直貴 Lazy Monkey Tree Searvice

経営 キャリアデザイン・技術交流
梶谷　哲也 黒滝村森林組合
片岡　淳也 T ＆ C Works
東　直貴 Lazy Monkey Tree Searvice

コーチング・ティーチング 近藤　修一 （株）エス．ピー．ファーム代表取締役

森林・林業

森林保全・防災 太田　猛彦 みえ森林・林業アカデミー学長
森林作業道作設 榎本　琢磨 榎本林業（株）取締役
森林作業道作設事例　土場の設置と管理 酒井　秀夫 東京大学名誉教授
森林管理 千葉　幸弘 （一財）日本森林林業振興会主任研究員
森林管理・調査 三重県職員

※各コースの内容や講師については、変更になる場合があります。

ディレクター育成コース マネージャー育成コース プレーヤー育成コース
講座内容 日数 講座内容 日数 講座内容 日数

●概論 1 ●概論 1 ●概論 1
●安全 1 ●安全 1 ●安全（伐倒実習含む） ４（0.5）
●経営 3.5 ●経営 5 ●経営 ２
●環境 1.5 ●環境 2 ●環境 0.5
●森林・林業 3 ●森林・林業 4.5 ●森林・林業 4.5（0.5）
●木材 3 ●木材 1.5 ●木材 （1）
●資源活用 4
●プロジェクト企画 4

1 年次計 21
●プロジェクト実践 11日程度

2 年次計 11日程度 　計 15 　計 12（2）

選択講座 市町職員講座
講座内容 日数 講座内容 日数 講座内容 日数

●特殊伐採講座（初級・中級） 7・3 ● 中大規模木造建築設計
セミナー

●概論 1
●森林作業道計画・開設講座 5 ●森林・林業基礎

　（ 地域林政アドバイザー 
講座）

３●森林 GIS 活用講座 3 （建築士対象） 6
●ドローン活用講座 1 （行政職員対象） 2
●林業機械メンテナンス講座 1 ●森林整備・現地見学 （2）
●法令講座 3 ●森林資源活用 1
●育種・育苗講座 1 ●法令・リスク管理 1
� など ●�森林経営管理・施策立案 3

　計 9（2）
※基本コースの各育成コース間では、一部共通して受講する内容があります。
※（）内は選択制の講座内容の日数になります。
※各コース及び講座の内容や日数については、変更になる場合があります。



（202５年度）講 師 一 覧（2025年度）講 座 体 系

２年
（21日/１年次）
（11日程度/２年次）

森林を経営資源として捉え、多様な価値を創造するため、
分野の枠にとらわれない先進的で幅広い知識やスキルを
習得します。

林業のコスト削減や収益拡大等を実現するため、経営・
管理にかかる実践的な知識やスキルを習得します。

森林施業の生産性・安全性を高め、効果的な施策を自ら
考え実践するため、科学的な知見に基づく専門性の高い
知識や技術を習得します。

市町職員を対象に、林業行政の基礎知識を習得し、森林
経営管理制度への対応や森林環境譲与税を活用した施策
立案の演習を行います。

それぞれのニーズに応じた、より専門性の高い各種技術
を習得します。

５名程度

10名程度

10名程度

31,500円/１年次
　別途通知/２年次

18,750円

受講手数料（税込）

12,000円

１年
（15日/１年）

１年
（12日/１年）
※別途選択制講座：２日間（1,000円／１日）

９～11日程度
（一部選択制）

講 座 紹 介 （2019～2024年度）

これまでに実施したアカデミーの講座の一部を紹介します。

講 座 紹 介 （2019～2024年度）

2 ディレクター育成コース 1年次
講座テーマ【プロジェクト企画】（全3回）
講師：島根県立大学地域政策学部講師　平井俊旭

プロジェクトの価値を高めるブランディングの手法を学び、自
身の組織や地域における課題解決、新たなビジネスなどについ
てプロジェクトの企画を組み立てていきます。各自が企画した
プロジェクトについてプレゼンテーションを行い、講師から実
践的なアドバイスを受けたり受講生同士のディスカッションを
行いながらプロジェクトをブラッシュアップしていきます。

　２年目のプロジェクトも見据え、自分の好きなものは何
か？本当にやりたいことは何か？自分自身としっかり向き
合いながら、新たな商品やプロジェクトのアイデアを生み
出す手法を学びます
　いろんなアイデアが飛び出し、とても楽しい講座です。

４ マネージャー育成コース
講座テーマ【作業システム・造材・仕分け】
講師：海山林友（株）　代表取締役　川端康樹
　原木の用途を知ると「造材・仕分け」が変わる！
　原木の既存の価値にとらわれず、新たな価値にも目を向けた
うえで、用途を見据えながらその価値が最大となるよう造材す
ることの重要さを学ぶことができます。
　土場で仕分けされた原木の用途と値段、目から鱗です。

3

　ICT環境を整備し、講師や受講生の多様なニーズに合わ
せた講座として「オンライン講座」を行いました。
　最新の知見や科学的な根拠に基づき、生物多様性の本質、
「人と自然との関係性」や「本当の豊かさ」について、分
かりやすく解説していただきます。　

　今後の林業・木材産業を考えるうえで必須となるマーケティ
ングの手法について、講義とワークショップ形式で学びます。
　マーケティングは、商品開発や販路拡大だけでなく、これから
の森林経営管理において、森林所有者や地域のニーズを把握
した最適な提案や、関係者間の合意形成などにも活用できます。

ディレクター マネージャー 合同講座
講座テーマ【マーケティング】
講師：（株）古川ちいきの総合研究所　
　　　代表取締役　古川大輔

６ 選択講座【森林作業道計画・開設講座】
講師：榎本林業（株）取締役　榎本琢磨
　路線の計画から実際の開設まで、「壊れにくい道づくり」
について、一連の流れやポイントを学ぶことができる講座

（全５日間）です。
　机上での路線検討、現地踏査、測量において手を抜かな
いことの大切さとその手法、しっかりとした計画に基づい
た効率的な施工について学びます。

７

　「森林経営管理制度」や「森林環境譲与税」に
ついて、全国の取組状況や優良事例を紹介いただ
くとともに、それぞれの市町が抱える課題をディ
スカッションし、その課題を解決するための仕組
や戦略づくりについてノウハウを学びます。
　講座には、県の担当者やみえ森林経営管理支援
センターの職員もオブザーバーとして参加し、関
係者が一体となって課題解決を目指します。

市町職員講座
講座テーマ【森林経営管理制度・譲与税活用】
講師：FOREST MEDIA WORKS（株）代表取締役　楢崎 達也

５
　労働災害が最も多い伐倒作業について、安全に
伐倒するための技術と意識の向上を図ります。
　木製の傾斜型伐倒練習台を用いて、正確な受け
口・追い口の作成について実習するとともに、か
かり木の処理については、現地で実際に伐倒しな
がら、安全かつ実践的なテクニックを学びます。

プレーヤー育成コース
講座テーマ【伐倒技術・かかり木処理】
講師：黒滝村森林組合　梶谷哲也

１ ディレクター育成コース２年次
プロジェクト実践
　ディレクター育成コースの２年次では、自分で考えた
プロジェクトを実際に実践していただきます。
　受講生のプロジェクトの１例を紹介します。

　　　　墓の花で儲けよう！ （有）森下林業　森下智彦

　所有山林に自生するシキミやサカキ等。この資源を１日１人
100kg収穫し、100日で１人300万円稼ぐことを目指す！こ
の目標に向け、資源量の把握や収穫用歩道の試作などに取り組
まれました。

テーマ 普段アイデアが浮かんでも実現
するのは難しいですが、アカデ
ミーで計画を立て実際に活動や
調査を行い、専門家からのアド
バイスを受けることで、プロジ
ェクトが具体化していきます。

受講生の声

　みえ森林・林業アカデミー棟の紹介 （2023年４月供用開始）

　アカデミー棟では、適正に管理された県産木材やFSC認証材など、県内各地域
の木材をふんだんに用いた魅力的な木質空間を創出しています。見た目や触り心
地等の特徴を体感しながら講座を受講いただくことができます。
●建物のコンセプト
・県産材の魅力を伝えつつ、他の建築物にも併用が可能な工法を駆使した建物
・環境への負荷が小さく、周辺の景観にも配慮した建物
・受講生等の利用者が、単に学ぶだけではなく、交流することも促す施設

2023. 6 FSCプロジェクト認証取得（FSC-P001969）
2023.10 令和５年度木材利用優良施設コンクール　木材利用推進中央協議会会長賞
2024. 2 第２回みえの木建築コンクール　特別賞

大教室

科目 内容 講師 備考

●ディレクター育成コース（Dコース）（※（P）は P コースの選択制講座）

概論

林業概論 速水　亨　 みえ森林・林業アカデミー特別顧問
D・M・P コース・
市町職員講座共通

木材産業動向 田口　護 （一社）全国木材組合連合会常務理事
林政動向 林野庁職員
県林政動向 三重県職員

安全
労働安全管理 増井　孝夫 増井労働安全管理事務所代表 D・M・P コース共通安全管理・機械化施業事例 平澤　照雄 平澤林産（有）代表取締役
安全工程管理 大岡　明 （株）産業革新研究所取締役 D・M・（P）コース共通

経営

会社経営
中村　博 （株）やまとわ代表取締役

D・M コース共通谷　茂則 谷林業（株）代表取締役
大谷　栄徳 株式会社はぐくみ幸房代表取締役

リスクマネジメント・組織マネジメント 山口　克司 （公財）産業雇用安定センターインストラクター

経営ビジョン 日野　眞明 MORE 経営コンサルティング（株）代表取締役 D コース単独松倉　利夫 山口化成工業（株）代表取締役
情報発信 山本　純也 （株）R.project 事業推進本部地域振興課長 D・M コース共通マーケティング 古川　大輔 （株）古川ちいきの総合研究所代表取締役

環境
生物多様性 五箇　公一 （国研）国立環境研究所生態リスク評価・対策研究室長

D・M コース共通野生動物管理・ジビエ 興膳　健太 郡上里山（株）猪鹿庁長官
SDGs 足立　直樹 （株）レスポンスアビリティ代表取締役

森林・林業

森林保全・防災 太田　猛彦 みえ森林・林業アカデミー学長

D・M コース共通
森林生態・森林管理 正木　隆 （国研）森林研究・整備機構森林総合研究所研究ディレクター
森林認証 速水　亨　 みえ森林・林業アカデミー特別顧問
森林評価 白石　則彦 東京大学名誉教授
森林認証・活用事例 西原　智昭 FSC ジャパン事務局長
森林投資 西岡　敏郎 （一財）日本不動産研究所 D コース単独森林資産管理 中原　丈夫 極東森林開発（株）代表取締役
スマート林業 本藤　幹雄 物林（株） D・M・（P）コース共通素材生産 松田　格 （有）松田林業専務取締役

木材

林業・木材トレンド 赤堀　楠雄 林材ライター D・M コース共通
素材流通 鈴木　信哉 ノースジャパン素材流通協同組合理事長 D・M・（P）コース共通地域材活用効果 渕上　佑樹 三重大学大学院生物資源学研究科准教授

木材流通 浅野　純平 （株）森未来代表取締役

D コース単独小柳　雄平 森林パートナーズ（株）取締役社長
木材利用・製品開発・販路開拓 松本　剛 （株）飛騨の森でクマは踊る 代表取締役 COO
製材・地域資源活用 野地　伸卓 （株）nojimoku 代表取締役
木材利用 山崎　真理子 名古屋大学大学院生命農学研究科教授 D・M・（P）コース共通
木材資源活用 中島　浩一郎 銘建工業（株）代表取締役 D コース単独

資源活用

地方創生 藻谷　浩介 （株）日本総合研究所主席研究員

D コース単独

地域づくり 澁澤　寿一 ＮＰＯ法人共存の森ネットワーク理事長
木質バイオマス 井筒　耕平 （株）sonraku 代表取締役
サプライチェーン 五月女　圭一 （株）ゲイト代表取締役
木材コーディネート 安田　哲也 NPO 法人サウンドウッズ 代表理事
森林サービス産業 林野庁職員
協働 谷　茂則 谷林業（株）代表取締役
キャンプ場 竹川　将樹 （株）ふもとっぱら代表取締役社長
映画祭 サトウダイスケ（株）エノログ代表取締役
木育 田口　浩継 熊本大学大学院教育学研究科教授
森林環境教育 吉田　正木 吉田本家山林部代表
森林アメニティ 上原　巌 東京農業大学地域環境科学部教授
森林教育・実践事例 平山　大輔 三重大学教育学部教授

企画 企画書作成 サトウダイスケ（株）エノログ代表取締役 D コース単独プロジェクト企画 平井　俊旭 島根県立大学地域政策学部講師

経営 資金調達 髙垣　和郎 ( 公財 ) 三重県産業支援センター D コース２年次単独園原　麻友実 （一社）サステナ代表

実践 プロジェクト計画・実践 平井　俊旭 島根県立大学地域政策学部講師 D コース２年次単独楢崎　達也 FOREST MEDIA WORKS（株）代表取締役

●マネージャー育成コース（Mコース）（※Ｄコース共通講座は記載省略）
経営 組織マネジメント・企画 楢崎　達也 FOREST MEDIA WORKS（株）代表取締役 M コース単独

森林・林業

架線集材 石川　知明 元三重大学大学院生物資源学研究科教授
M・P コース共通高性能林業機械 吉良　達 フォレストテクニック（株）代表取締役

作業システム・造材・仕分け 川端　康樹 海山林友（株）代表取締役
リモートセンシング 板谷　明美 三重大学大学院生物資源学研究科教授 M コース単独スマート林業 松村　直人 三重大学大学院生物資源学研究科教授
工程管理 小林耕二郎 日吉町森林組合事業課長 M・P コース共通

環境 野生動物管理 山本　麻希 長岡技術科学大学物質生物系野生動物管理工学研究室准教授 M・P コース共通

●プレーヤー育成コース（Pコース）（※ D・M コース共通講座は記載省略）

安全

労働安全管理 山田　容三 森林ヒューマン・ファクター研究所所長

P コース単独

伐倒技術・かかり木処理 梶谷　哲也 黒滝村森林組合
片岡　淳也 T ＆ C Works

伐倒技術 東　直貴 Lazy Monkey Tree Searvice

経営 キャリアデザイン・技術交流
梶谷　哲也 黒滝村森林組合
片岡　淳也 T ＆ C Works
東　直貴 Lazy Monkey Tree Searvice

コーチング・ティーチング 近藤　修一 （株）エス．ピー．ファーム代表取締役

森林・林業

森林保全・防災 太田　猛彦 みえ森林・林業アカデミー学長
森林作業道作設 榎本　琢磨 榎本林業（株）取締役
森林作業道作設事例　土場の設置と管理 酒井　秀夫 東京大学名誉教授
森林管理 千葉　幸弘 （一財）日本森林林業振興会主任研究員
森林管理・調査 三重県職員

※各コースの内容や講師については、変更になる場合があります。

ディレクター育成コース マネージャー育成コース プレーヤー育成コース
講座内容 日数 講座内容 日数 講座内容 日数

●概論 1 ●概論 1 ●概論 1
●安全 1 ●安全 1 ●安全（伐倒実習含む） ４（0.5）
●経営 3.5 ●経営 5 ●経営 ２
●環境 1.5 ●環境 2 ●環境 0.5
●森林・林業 3 ●森林・林業 4.5 ●森林・林業 4.5（0.5）
●木材 3 ●木材 1.5 ●木材 （1）
●資源活用 4
●プロジェクト企画 4

1 年次計 21
●プロジェクト実践 11日程度

2 年次計 11日程度 　計 15 　計 12（2）

選択講座 市町職員講座
講座内容 日数 講座内容 日数 講座内容 日数

●特殊伐採講座（初級・中級） 7・3 ● 中大規模木造建築設計
セミナー

●概論 1
●森林作業道計画・開設講座 5 ●森林・林業基礎

　（ 地域林政アドバイザー 
講座）

３●森林 GIS 活用講座 3 （建築士対象） 6
●ドローン活用講座 1 （行政職員対象） 2
●林業機械メンテナンス講座 1 ●森林整備・現地見学 （2）
●法令講座 3 ●森林資源活用 1
●育種・育苗講座 1 ●法令・リスク管理 1
� など ●�森林経営管理・施策立案 3

　計 9（2）
※基本コースの各育成コース間では、一部共通して受講する内容があります。
※（）内は選択制の講座内容の日数になります。
※各コース及び講座の内容や日数については、変更になる場合があります。



12～21

黒滝村森林組合　梶谷哲也

ディレクター育成コース　製材・地域資源活用講座

１

２

３ ネットワークづくりができる

談話スペースにて

構造：木造平屋建て1階（軸組工法）
延べ床面積：831.4㎡
木材使用量：約340㎥
大教室／中教室／小教室／執務室／
談話室／談話スペース／調理スペース等

みえ森林・林業アカデミー棟概要

Mail:miefa＠pref.mie.lg.jp

ホームページ
https://miefa.pref.mie.lg.jp

Facebook
https://www.facebook.com/miemorimanabi

Mie prefectural
Forestry Academy

速水亨特別顧問

　みえ森林・林業アカデミーで学ぶ皆さんには、日本の林業の新し

い一ページを開く人になってほしいと思います。国際的な視点をも

って、「自らが考え、自らが挑戦して、自らを変えていく、そして、

地域の、地球の森林をより良いものに変えていく 」 そんな意気込み

でアカデミーの一員となってください。世代を超えた多彩な人々が

集い、様々な知識を学び、多くの気付きを得て、これまでとは違っ

た新しい発想で新しい時代を切り開いていただきたいと思います。

特別顧問メッセージ みえ森林・林業アカデミー特別顧問　速水 亨　速水林業 代表

林業・木材産業の変革の時、新たな視点や多様な
経営感覚をもって、さらなる発展をめざしましょう

　みえ森林・林業アカデミーでは、新たな視点や多様な経営感覚

により、林業を取り巻く厳しい状況を打破し、さらには、地域振興

の核となりうる人材の育成をめざします。そのため、林業の専門的

な知識や技術だけでなく、環境や経済、社会など、関連する幅広

い分野についても体系的に学ぶ講座を設定しています。その中で

得た学びをそれぞれの取組に活かすことで、林業・木材産業がさ

らに発展し、持続可能な森林資源の活用が進むことを期待します。

学長プロフィール：東京大学名誉教授。現在、FSCジャパン代表、かわさき市民アカ
デミー理事長等を務める。元職では、日本学術会議会員、日本森林学会会長、砂防学
会会長、日本緑化工学会会長等を歴任。著書は「森林飽和-国土の変貌を考える」等

学長メッセージ みえ森林・林業アカデミー学長　太田 猛彦

太田猛彦学長
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